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(57)【要約】
【課題】光源装置およびガス供給装置を備えた内視鏡シ
ステムを使用したときに、画像データの映像を取得した
ときの送気に関する情報を認識可能にすることを目的と
する。
【解決手段】内視鏡１とガスボンベ６０を取り付けたガ
ス供給装置２とエアポンプ２３を設けた光源装置とガス
供給装置３および光源装置２に接続されるプロセッサ装
置４とを備える内視鏡システムであって、ガス供給装置
３と光源装置２とのうち送気を行っている装置から送気
状態に関する情報を入力して送気情報を生成する送気情
報生成部８５と、固体撮像素子８１から取得した映像信
号に基づいて画像処理を行って画像データを生成すると
きに、送気情報生成部８５が取得した送気情報を画像デ
ータに記録する処理を行う画像データ生成部８６と、を
備えている。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　先端に固体撮像素子を設けた体腔内に挿入される内視鏡と前記体腔内に送気するための
炭酸ガスを充填したガスボンベを取り付けたガス供給装置と前記体腔内に空気を送気する
ためのエアポンプを設けた光源装置と前記ガス供給装置および前記光源装置に接続される
プロセッサ装置とを備える内視鏡システムであって、
　前記プロセッサ装置は、
　前記ガス供給装置と前記光源装置とのうち送気を行っている装置から送気状態に関する
情報を入力して送気情報を生成する送気情報生成部と、
　前記固体撮像素子から取得した映像信号に基づいて画像処理を行って画像データを生成
するときに、前記送気情報生成部が取得した送気情報を前記画像データに記録する処理を
行う画像データ生成部と、
　を備えていることを特徴とする内視鏡システム。
【請求項２】
　前記プロセッサ装置は、前記ガス供給装置から炭酸ガスの送気開始を検出したときに前
記エアポンプを停止させて前記炭酸ガスを優先的に送気させる制御を行う送気源制御部を
備え、
　前記送気情報生成部は、前記送気源制御部の送気制御に基づいて、前記炭酸ガスと前記
空気とのうち何れの気体を送気しているかを送気情報として生成していること
　を特徴とする請求項１記載の内視鏡システム。
【請求項３】
　前記内視鏡の観察部位を検出する観察部位検出手段と、
　前記ガス供給装置に備えられる前記炭酸ガスの送気量を検出する送気量検出手段と、
　を備え、
　前記送気情報生成部は、前記観察部位検出手段から入力する観察部位特定データおよび
前記送気量検出手段から入力する送気量データを前記送気情報として生成すること
　を特徴とする請求項２記載の内視鏡システム。
【請求項４】
　前記ガス供給装置が炭酸ガスの送気を開始してからの時間を計測する時間計測部を備え
、
　前記送気情報生成部は、前記時間計測部が計測している時間データを前記送気情報とし
て生成すること
　を特徴とする請求項３記載の内視鏡システム。
【請求項５】
　前記プロセッサ装置は、
　前記画像データ生成部が生成した画像データを外部の装置に記録し、外部の装置から画
像データを入力可能にしたデータ入出力装置と、
　前記画像データ生成部が生成した画像データおよび前記データ入出力装置から入力した
画像データを画面上に表示可能にしたモニタと、
　を備えていることを特徴とする請求項１乃至４の何れか１項に記載の内視鏡システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、体腔内に空気を供給可能な光源装置を接続した内視鏡に炭酸ガスを供給する
ガス供給装置を設けた内視鏡システムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡を用いて処置或いは検査を行うときには、内視鏡の視野確保および処置具の操作
領域確保のために、内視鏡に設けた送気管路から体腔内に気体の供給を行う。体腔内に送
気する気体としては、従来は主に空気を使用していたが、近年になって炭酸ガス（ＣＯ２
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ガス）が用いられるようになっている。炭酸ガスは生体吸収性が良好であることから、被
検者に対して与えるダメージが少ない。このため、送気源として炭酸ガスが使用される傾
向になっている。
【０００３】
　空気を送気する場合には光源装置に備えられるエアポンプを用いるが、炭酸ガスを供給
する場合にはガス供給装置を用いる。ガス供給装置には炭酸ガスを充填したガスボンベが
取り付けられており、このガスボンベを消費して炭酸ガスを送気するようにしている。内
視鏡内部において空気の経路と炭酸ガスの経路とは合流されて先端から気体を供給するよ
うに構成している。従って、エアポンプからの空気とガスボンベからの炭酸ガスとを選択
的に切り替えるようにしなければならない。この切り替えを行う技術が特許文献１に開示
されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００６－１４９６１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献１では、送気源として空気と炭酸ガスとの２種類の気体を送気可能に構成する
ことで、術者は任意の気体を使用することができる。被検者のダメージ軽減の観点から炭
酸ガスが使用されるようになっているが、術者によっては操作感の慣れの観点等から従前
の方式通りに空気を送気する場合もある。そして、空気は光源装置から送気されるもので
あり、炭酸ガスはガス供給装置から送気されるものであり、それぞれ別個独立の装置を用
いて送気を行っている。
【０００６】
　内視鏡を用いて検査或いは処置を行うときには、内視鏡の先端に設けた固体撮像素子か
ら内視鏡の観察視野の映像信号を取得して、当該映像信号に対して所定の画像処理を行う
ことで画像データ（内視鏡画像）を生成する。この画像処理を行うのがプロセッサ装置で
あり、画像データはプロセッサ装置に接続されるモニタに表示されることで、術者が内視
鏡画像を視認することが可能になっている。
【０００７】
　内視鏡画像はモニタに表示されるとともに記録を残しておき、記録した内視鏡画像を検
査後或いは処置後に使用することもある。前述したように、体腔内には空気と炭酸ガスと
の２種類を送気可能になっている。そして、画像データを後に活用するときに、当該画像
データが炭酸ガスを送気した状況下で処置（手術）を行ったものであるのか、或いは空気
を送気した状況下で処置を行ったものであるかは画像データからは認識することはできな
い。また、送気した炭酸ガスまたは空気の送気量や送気圧力等といった諸条件についても
、画像データからは認識することができない。
【０００８】
　特許文献１の技術では、送気源が空気であるのか炭酸ガスであるのかは光源装置の操作
パネルに表示されている。また、送気量や送気圧力等については送気した気体に応じて光
源装置またはガス供給装置に表示されている。従って、送気量や送気圧力等の情報は、プ
ロセッサ装置に接続されるモニタ以外に表示されるものであり、画像データとは切り離さ
れたものになる。このため、画像データを撮影したときの映像は空気と炭酸ガスとの何れ
を送気した状況下のものであるのか、また送気量や送気圧力等はどの程度の値であったの
かということを認識することができない。
【０００９】
　そこで、本発明は、光源装置およびガス供給装置を備えた内視鏡システムを使用したと
きに、画像データの映像を取得したときの送気に関する情報を認識可能にすることを目的
とする。
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【課題を解決するための手段】
【００１０】
　以上の課題を解決するため、本発明の第１の内視鏡システムは、先端に固体撮像素子を
設けた体腔内に挿入される内視鏡と前記体腔内に送気するための炭酸ガスを充填したガス
ボンベを取り付けたガス供給装置と前記体腔内に空気を送気するためのエアポンプを設け
た光源装置と前記ガス供給装置および前記光源装置に接続されるプロセッサ装置とを備え
る内視鏡システムであって、前記プロセッサ装置は、前記ガス供給装置と前記光源装置と
のうち送気を行っている装置から送気状態に関する情報を入力して送気情報を生成する送
気情報生成部と、前記固体撮像素子から取得した映像信号に基づいて画像処理を行って画
像データを生成するときに、前記送気情報生成部が取得した送気情報を前記画像データに
記録する処理を行う画像データ生成部と、を備えていることを特徴とする。
【００１１】
　この内視鏡システムによれば、画像データに送気に関する送気情報が記録されるように
なる。これにより、画像データが示す映像を取得したときに体腔内に送気した気体に関す
る情報を認識することができるようになる。この画像データはモニタに表示して術者に映
像および送気情報を視認可能にすると共に、検査後或いは処置後に使用されるときにおい
ても映像と共に送気情報を認識することが可能になる。
【００１２】
　本発明の第２の内視鏡システムは、第１の内視鏡システムであって、前記プロセッサ装
置は、前記ガス供給装置から炭酸ガスの送気開始を検出したときに前記エアポンプを停止
させて前記炭酸ガスを優先的に送気させる制御を行う送気源制御部を備え、前記送気情報
生成部は、前記送気源制御部の送気制御に基づいて、前記炭酸ガスと前記空気とのうち何
れの気体を送気しているかを送気情報として生成していることを特徴とする。
【００１３】
　この内視鏡システムによれば、空気と炭酸ガスとの何れの気体であるかを送気情報とし
て生成している。これにより、モニタには映像と共に送気した気体が炭酸ガスであるのか
空気であるのかを表示することができ、また後に画像データを活用する場合でも何れの気
体を送気したときの映像であるかを認識することができるようになる。
【００１４】
　本発明の第３の内視鏡システムは、第２の内視鏡システムであって、前記内視鏡の観察
部位を検出する観察部位検出手段と、前記ガス供給装置に備えられる前記炭酸ガスの送気
量を検出する送気量検出手段と、を備え、前記送気情報生成部は、前記観察部位検出手段
から入力する観察部位特定データおよび前記送気量検出手段から入力する送気量データを
前記送気情報として生成することを特徴とする。
【００１５】
　この内視鏡システムによれば、送気情報として観察部位特定データおよび送気量データ
を生成している。観察部位によって適切な送気量があり、観察部位と送気量とを画像デー
タに記録することで、観察部位に応じた適切な送気量で送気されているか否かを術者がモ
ニタ表示によって認識でき、また検査後或いは処置後においても、画像データに基づいて
観察部位に応じた適切な送気量で送気された映像であるか否かを認識することができる。
【００１６】
　本発明の第４の内視鏡システムは、第３の内視鏡システムであって、前記ガス供給装置
が炭酸ガスの送気を開始してからの時間を計測する時間計測部を備え、前記送気情報生成
部は、前記時間計測部が計測している時間データを前記送気情報として生成することを特
徴とする。
【００１７】
　この内視鏡システムによれば、送気情報としてさらに時間データを記録することができ
るようになる。これにより、画像データに基づいて送気を開始してからどの程度の時間が
経過した映像であるのかを認識することが可能になる。
【００１８】
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　本発明の第５の内視鏡システムは、第１乃至第４の何れかの内視鏡システムであって、
前記プロセッサ装置は、前記画像データ生成部が生成した画像データを外部の装置に記録
し、外部の装置から画像データを入力可能にしたデータ入出力装置と、前記画像データ生
成部が生成した画像データおよび前記データ入出力装置から入力した画像データを画面上
に表示可能にしたモニタと、を備えていることを特徴とする。
【００１９】
　この内視鏡システムによれば、映像と送気情報とが記録された画像データをモニタに表
示することができるとともに、外部装置に画像データを出力可能にしている。同じ被検者
に対して検査或いは処置を再度行うときに、外部装置に記憶させた画像データをモニタに
表示することで、被検者固有の送気情報を認識することができるようになる。これにより
、送気状態を最適に設定して、検査或いは処置を行うことができるようになる。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明は、映像信号に基づいて画像データを生成するとともに、当該映像を撮影したと
きの送気に関する送気情報を画像データに記録している。これにより、モニタに画像デー
タを表示することで、術者が映像とともに送気情報を確認することができ、検査後或いは
処置後においては、画像データが示す映像を撮影したときの送気情報を認識することがで
きるようになる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】内視鏡システムの全体構成図である。
【図２】各装置の接続関係を説明したブロック図である。
【図３】プロセッサ装置の概略構成を説明したブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下、図面を参照して本発明の実施形態について説明する。図１は本発明の内視鏡シス
テムの概略構成を示しており、内視鏡１と光源装置２とガス供給装置３とプロセッサ装置
４（後述する）と観察部位検出装置５（後述する）とを備えて概略構成している。内視鏡
１は体腔内に挿入して検査或いは処置を行うものである。内視鏡１を用いた処置としては
例えば内視鏡外科手術がある。光源装置２は主に照明光を供給するための装置であり、体
腔内に空気を送気するためのエアポンプ２３を有している。ガス供給装置３は炭酸ガス（
ＣＯ２ガス）を体腔内に送気するための炭酸ガス供給装置である。プロセッサ装置４は内
視鏡１を用いて取得した画像を処理する画像処理を行う。なお、図１に示したように、光
源装置２とガス供給装置３とは別個独立の装置を構成しているが、これらを一体の装置と
して構成するものであってもよい。
【００２３】
　内視鏡１について説明する。内視鏡１は挿入部１１と本体操作部１２とユニバーサルコ
ード１３とを備えて概略構成している。挿入部１１は被検者の体腔内に挿入されるもので
あり、本体操作部１２は術者が把持して操作を行うための機構部になる。ユニバーサルコ
ード１３の端部には光源装置２に着脱可能に接続される光源コネクタ１４が設けられてい
る。挿入部１１の先端部分には図示しない照明窓および観察窓１５が設けられており、体
腔内に照明光を照射した状態で観察窓１５を介して被写体（体腔内）の映像を取得する。
観察窓１５の内部にはカメラユニットが装着されており、このカメラユニットは対物レン
ズや後述する固体撮像素子８１等を有して構成されている。
【００２４】
　内視鏡１には、液体及び気体の供給機構が設けられている。液体は観察窓１５が体内汚
物で汚損されたときに、その洗浄を行うために用いられ、また体腔内壁を清浄化して体内
壁の検査を良好に行うため、さらには灌流を行うためにも用いられる。一方、気体は体腔
内を膨らませるために用いられるものであり、この他に観察窓１５の洗浄後に表面に付着
した液体を除去するためにも用いられる。一般的な内視鏡では、体腔内に供給する液体は
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水であり、気体は空気になる。
【００２５】
　このために、挿入部１１には送気送液路１６が内蔵されており、その先端部は挿入部１
１の先端面において観察窓１５に向けた噴射ノズル１７となっている。送気送液路１６は
挿入部１１の途中位置で送気路１８と送液路１９とに分岐して、本体操作部１２の内部に
延在されている。本体操作部１２には送気送水バルブ２０が設けられており、送気路１８
および送液路１９は本体操作部１２に設けた送気送水バルブ２０に接続されている。送気
送水バルブ２０には給気路２１および給液路２２が接続されており、送気送水バルブ２０
を操作することにより連通・遮断される。
【００２６】
　前記の送気路１８と給気路２１とにより送気管路が構成され、送液路１９と給液路２２
とにより送液管路が構成される。そして、送気送液路１６は送気管路と送液管路との共通
管路になり、噴射ノズル１７に加圧エアまたは洗浄液が選択的に供給される。また、給気
路２１および給液路２２は本体操作部１２からユニバーサルコード１３の内部に延在され
ており、光源コネクタ１４にまで導かれている。
【００２７】
　光源装置２には照明光を供給するための照明ランプ（図示せず）が設けられており、照
明ランプからの照明光がユニバーサルコード１３および本体操作部１２を介して挿入部１
１の先端に設けた内視鏡観察手段まで延在させたライトガイドにより伝送される。これに
より、観察窓１５から照明光が供給される。また、ユニバーサルコード１３から分岐する
電気コネクタ（図示せず）が設けられており、この電気コネクタはプロセッサ装置４に着
脱可能に接続される。
【００２８】
　光源装置２には送気路１８に加圧エア（空気）を供給するエアポンプ２３が内蔵されて
、このエアポンプ２３に加圧エア配管２４が接続される。送液路１９は洗浄液を供給する
ための経路であり、洗浄液は送液タンク２５から供給される。この送液タンク２５は光源
装置２の外部に設置される。送液タンク２５には二重可撓管２６が接続されており、内管
が洗浄液配管２６ａであり、外管が加圧配管２６ｂとなる。二重可撓管２６の先端部には
配管接続部材２７が連結されており、この配管接続部材２７は光源コネクタ１４に設けた
管路接続部２８に着脱可能に接続される。
【００２９】
　二重可撓管２６のうち洗浄液配管２６ａの一端が送液タンク２５に貯留されている洗浄
液に浸漬されており、加圧配管２６ｂの一端は液面の上部に露出している。ガス供給装置
３には炭酸ガスの経路となるガス供給配管２９が接続されており、このガス供給配管２９
は加圧配管２６ｂに接続される。従って、加圧配管２６ｂは途中で分岐して、一方がガス
供給配管２９となり、他方が送液タンク２５に導かれる。加圧配管２６ｂはガス供給配管
２９に接続されると共に光源コネクタ１４の内部でエアポンプ２３からの加圧エア配管２
４にも接続されている。これにより、送液タンク２５の上部に露出している加圧配管２６
ｂから炭酸ガスおよび空気を送気することで、洗浄水の液面に加圧力を作用させることが
できる。また、本体操作部１２には送気送水バルブ２０の他に吸引バルブ３０および処置
具を挿通するための処置具導入部３１が設けられている。
【００３０】
　図２は光源装置２およびガス供給装置３の概略構成を示している。光源装置２は前述の
エアポンプ２３と光源コントローラ５０と電源スイッチ５１とポンプスイッチ５２とを備
えて概略構成している。エアポンプ２３はポンプ圧により加圧エア（空気）を圧送する。
これにより、エアポンプ２３のポンプ圧による空気は加圧エア配管２４から送気される。
光源コントローラ５０はエアポンプ２３を作動または停止させる制御を行う。
【００３１】
　電源スイッチ５１は光源装置２の電源をオンまたはオフに選択するためのスイッチであ
り、このスイッチがオフのときにはエアポンプ２３だけではなく、照明光の供給も行われ
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ない。ポンプスイッチ５２はエアポンプ２３を作動させるためのスイッチになるが、電源
スイッチ５１をオンにしたときに光源コントローラ５０は自動的にエアポンプ２３を作動
させる。
【００３２】
　ガス供給装置３はガスボンベ６０を着脱可能に設けており、ガスコントローラ６１と第
１レギュレータ６２と第２レギュレータ６３とバルブ６４と逆止弁６５と第１圧力計６６
と第２圧力計６７と電源スイッチ６８と残量計６９と警告表示７０とバルブスイッチ７１
とを備えて概略構成している。ガスボンベ６０は炭酸ガスを充填した炭酸ガスボンベであ
る。ガスボンベ６０の炭酸ガスは使用により消費されるため、空になったタイミングまた
は任意にタイミングでガス供給装置３から取り外して、交換することができる。
【００３３】
　ガスコントローラ６１はガス供給装置３の全体制御を行っている。第１レギュレータ６
２はガスボンベ６０に接続されており、ガスボンベ６０から送出された炭酸ガスを減圧す
る。ガスボンベ６０からの炭酸ガスは高圧であることから、２段階の減圧を行う。このた
めに、第２レギュレータ６３は第１レギュレータ６２で減圧された炭酸ガスをさらに減圧
する。バルブ６４は第２レギュレータ６３と逆止弁６５を介してガス供給配管２９との間
に設けられており、開閉制御により連通または遮断するか否かの制御を行う。このバルブ
６４としては電磁開閉弁を用いることができ、例えばソレノイドに通電することにより開
閉制御を行うことができる。逆止弁６５はガス供給配管２９からの気体を流入させないた
めに設けている。
【００３４】
　第１圧力計６６はガスボンベ６０の炭酸ガスの圧力を検出しており、第２圧力計６７は
第２レギュレータ６３で減圧された炭酸ガスの圧力を検出している。検出した結果はガス
コントローラ６１に出力しており、これによりガスボンベ６０の炭酸ガスの残量等を認識
できる。電源スイッチ６８はガス供給装置３の電源を投入または遮断するかのスイッチで
ある。残量計６９はガスコントローラ６１が認識した炭酸ガスの残量を表示する。警告表
示７０は第１圧力計６６または第２圧力計６７が異常な圧力を検出したときに、警告表示
を行う。なお、当該警告は警報音として了知させるものであってもよい。バルブスイッチ
７１はバルブ６４に接続されており、開閉制御を行うスイッチである。バルブ６４は基本
的にはガスコントローラ６１により開閉制御がされるものになるが、バルブスイッチ７１
を操作することにより手動で開閉制御を行うこともできるようになっている。
【００３５】
　プロセッサ装置４は内視鏡１と光源装置２とガス供給装置３とに接続されており、プロ
セッサ装置４と内視鏡１との間はユニバーサルコード１３により接続されている。また、
プロセッサ装置４と光源装置２との間は第１通信ライン７２により接続されており、プロ
セッサ装置４とガス供給装置３との間は第２通信ライン７３により接続されている。つま
り、光源装置２とガス供給装置３とはプロセッサ装置４を介して接続されており、プロセ
ッサ装置４が光源装置２およびガス供給装置３の制御を行っている。
【００３６】
　図３はプロセッサ装置４の構成および接続関係を示しており、内視鏡１の挿入部１１の
先端に装着したカメラユニットを構成する固体撮像素子８１は観察窓１５からの入射光を
光電変換して電気信号に変換する。この電気信号は、観察窓１５の視野の映像を電気信号
として捉えているものであり、つまり映像をデータ化した映像信号である。この映像信号
は光源コネクタ１４を介してプロセッサ装置４に出力される。
【００３７】
　プロセッサ装置４は画像処理を行う装置であり、情報取得部８２と送気源制御部８３と
時間計測部８４と送気情報生成部８５と画像生成部８６と画像メモリ８７と外部インター
フェイス８８とを備えて概略構成している。また、プロセッサ装置４には画面表示を行う
ためのモニタ８９が接続されている構成になっている。
【００３８】
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　情報取得部８２は第２通信ライン７３を介してガスコントローラ６１に接続されている
。これにより、ガスコントローラ６１から種々の情報を取得している。送気源制御部８３
は第１通信ライン７２を介して光源コントローラ５０に接続されている。この送気源制御
部８３は炭酸ガスを優先的に送気するように制御している。これは、炭酸ガスは空気より
も体内吸収性が良好であり、被検者のダメージが軽減されるためである。送気源制御部８
３はガスコントローラ６１から炭酸ガスの送気開始の旨が通知されたときに、光源コント
ローラ５０を制御してエアポンプ２３の動作を停止させる（非作動状態にする）。この制
御は第１通信ライン７２を介して行う。
【００３９】
　時間計測部８４は時間の計測を行う。ガスコントローラ６１からガス供給装置３が炭酸
ガスの送気を開始した旨の情報を取得したときに時間計測を開始し、送気を停止した旨の
情報を取得したときに時間計測を停止する。そして、時間計測を停止した後に計測した時
間をリセットする（ゼロに戻す）。計測した時間は時間データとして送気情報生成部８５
に出力している。
【００４０】
　送気情報生成部８５は炭酸ガスの送気に関する情報を送気情報として生成する。この送
気情報は気体の供給情報である。送気情報としては、空気と炭酸ガスとのうち何れの気体
が送気されているか、送気している気体の送気圧力の値、気体の送気量、炭酸ガスの残量
等の情報がある。これらの情報は、ガスコントローラ６１から取得したデータに基づいて
生成される。また、送気情報生成部８５は時間計測部８４から取得した時間データ或いは
観察部位検出装置５から取得した観察部位特定データに基づいて送気情報を生成すること
ができる。なお、空気を送気している場合には、光源装置２の光源コントローラ５０から
必要な情報を入手することにより、送気情報を生成することができる。
【００４１】
　画像生成部８６は固体撮像素子８１から出力される映像信号に対して画像処理を行って
１フレーム分の画像データを生成する。このために、画像処理機能を有している。ただし
、画像生成部８６は画像データを生成したときに送気情報を映像とともに記録して、画像
データを生成する。このとき、固体撮像素子８１からの映像信号に基づいて画像データを
生成した後に送気情報を画像データに記録するものであってもよいし、映像信号から画像
データを生成するときに送気情報も含めた画像データを生成するものであってもよい。
【００４２】
　画像データは基本的にはその中央部分に大きく映像信号に基づく映像を表示するもので
あり、送気情報は余白領域に設けるようにする（埋め込むようにする）。例えば、画面上
の角隅部等を余白領域として送気情報が表示されるようにする。または、スーパーインポ
ーズ等により観察対象の映像の視認性に影響を及ぼさない程度に重ね合わせて表示するも
のであってもよい。
【００４３】
　画像生成部８６が生成した画像データはモニタ８９に表示される。これにより、術者は
モニタ８９を視認するだけで、観察窓１５の視野の映像とともに送気に関する情報を一括
して認識することができる。そして、画像データは画像メモリ８７に記憶される。固体撮
像素子８１からは映像信号が常に出力されており、画像生成部８６は常時画像データを生
成しており、これによりモニタ８９に動画表示を行うことも可能になっている。画像メモ
リ８７には全ての画像データを記録するようにしてもよいが、例えば本体操作部１２に設
けたシャッタボタン（図示せず）を術者が操作したタイミングの画像データのみを記録す
るようにしてもよい。
【００４４】
　画像メモリ８７は外部インターフェイス８８と接続されている。外部インターフェイス
８８はプロセッサ装置４以外の外部装置との間で画像データの入出力を可能にしたインタ
ーフェイスである。例えば、多くの画像データを記憶可能な記憶装置や携帯型記録装置、
ネットワークを介して接続される他のコンピュータ等の外部装置に画像データを出力する
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ことができ、外部装置に記録されている画像データを入力することも可能になっている。
【００４５】
　以上が概略構成である。内視鏡１を用いて検査或いは処置を行うときには、まず光源装
置２の電源スイッチ５１をオンにして、照明光の供給を開始する。そして、ガス供給装置
３の電源スイッチ６８をオンにすることにより、ガス供給装置３を起動させる。炭酸ガス
の送気を開始するときには、空気の送気を停止する制御を行う。これは、被検者のダメー
ジ軽減の観点から炭酸ガスを優先的に制御しているためである。
【００４６】
　ガスコントローラ６１は炭酸ガスの送気が開始されたときに、第２通信ライン７３を介
してその旨をプロセッサ装置４に通知する。電源スイッチ６８をオンにしたときにバルブ
６４を開放するため、これにより炭酸ガスの送気開始を検出することができる。なお、炭
酸ガスの送気開始は任意の方法で検出してもよい。ガスコントローラ６１からの通知は情
報取得部８２により送気源制御部８３に通知される。送気源制御部８３は第１通信ライン
７２を介して光源コントローラ５０に対してエアポンプ２３の動作を停止させる制御を行
う。なお、炭酸ガスと空気とのうち何れの気体が送気されているかは任意に方法で検出し
てもよい。例えば、光源コントローラ５０からエアポンプ２３を作動させているか否かを
入力して検出するものであってもよい。
【００４７】
　ガスコントローラ６１からの前記通知は送気情報生成部８５に対しても出力される。こ
れにより、送気情報生成部８５は炭酸ガスの送気が開始されて、空気の送気が停止された
ことを認識する。つまり、炭酸ガスと空気とのうち何れの気体が送気されているかを認識
する。送気情報生成部８５は何れの気体が送気されているかの情報を選択データとして画
像生成部８６に出力する。
【００４８】
　画像生成部８６は固体撮像素子８１からの映像信号に基づいて画像処理を行い、送気情
報生成部８５から入力した送気情報を画像データに記録する。これにより、内視鏡の視野
の映像の余白領域等に選択データ（炭酸ガスが選択された旨の情報）が付加された画像デ
ータが生成される。画像生成部８６は経時的に変化する視野の映像を順次画像処理してい
るが、全ての画像データに選択データが含まれる。この選択データは送気源が変更されな
い限りは変化しない。
【００４９】
　生成される画像データはモニタ８９の画面に表示される。これにより、術者は光源装置
２やガス供給装置３等のモニタ８９以外の装置を視認することなく、モニタ８９の画面の
みにより何れの気体が送気されているかを認識できる。内視鏡１を用いて検査或いは処置
を行っているときには、術者はモニタ８９を視認して操作を行っている。従って、常にモ
ニタ８９に視線を集中させてなくてはならず、不要に他の装置に視線を移さないようにし
なければならない。このために、画像データに選択データを記録することで、モニタ８９
から視線を外すことなく、送気源の確認をすることができるようになる。
【００５０】
　画像データは画像メモリ８７にも出力される。画像メモリ８７が記憶した画像データは
外部インターフェイス８８に出力可能になっており、外部の記憶装置や携帯型記録装置等
を接続することにより、外部装置に画像データを記憶させることが可能になる。
【００５１】
　外部装置に記録された画像データは経過観察等に活用される。このとき、画像データに
は映像とともに送気情報としての選択データが含まれている。従って、経過観察等におい
て、当該映像は炭酸ガスを送気したときの映像なのか、または空気を送気したときの映像
なのかを認識することが可能になる。
【００５２】
　以上説明したように、プロセッサ装置４の画像生成部８６が画像データを生成するとき
に、内視鏡の視野の映像に送気情報を記録して画像データを生成している。これにより、
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画像データが示す映像を撮影したときの送気に関する情報が画像データに記録されること
で、モニタ８９に映像と送気情報とを一括して表示するとともに、検査後或いは処置後に
画像データを活用するときに当該映像を撮影したときの送気状況を認識することができる
。
【００５３】
　また、図３に示すように、観察部位検出装置５が送気情報生成部８５に出力されており
、前記の選択データの他に観察部位特定データを送気情報として記録することもできる。
観察部位検出装置５は内視鏡１の先端に設けた観察手段により観察される観察部位を検出
する装置であり、例えば大腸内視鏡においては内視鏡の先端に磁石を設けて当該磁石を感
知して形状を検出する内視鏡挿入形状観察装置等を適用することができる。また、予め術
者が観察部位検出装置５に対象部位の情報を設定するものであってもよいし、プロセッサ
装置４に接続される内視鏡１の種類によって、対象部位を特定するものであってもよい。
また、挿入部１１の体腔内に挿入したときの挿入量を検出する挿入量検出装置を設けて、
検出した挿入量に基づいて対象部位を特定するものであってもよい。いずれにしても、観
察部位検出装置５により観察対象部位が特定される。この対象部位の情報が観察部位特定
データになる。
【００５４】
　送気情報生成部８５は選択データと観察部位特定データとを送気情報として画像生成部
８６に出力する。これにより、映像信号と送気情報とにより生成される画像データには何
れの気体が選択されているか、および観察部位の情報が記録される。これにより、モニタ
８９には観察窓１５の視野の映像とともに送気源の情報および観察部位の情報が表示され
るようになる。そして、後に画像データを活用するときにも、視野の映像がどの観察部位
であるのか、および送気した気体が炭酸ガスであるのか空気であるのかを認識できるよう
になる。
【００５５】
　また、送気情報生成部８５は炭酸ガスの送気量データを送気情報として生成することも
できる。ガス供給装置３には第１圧力計６６が設けられており、ガスボンベ６０から送出
される炭酸ガスの圧力を検出している。この第１圧力計６６が検出する圧力の変化量に基
づいて、ガスボンベ６０から送出された炭酸ガスの流量を認識することができる。つまり
、炭酸ガスの送気量を検出することができる。なお、第１圧力計６６に代えて流量を検出
する流量計を設けることにより、炭酸ガスの送気量を検出することもできる。
【００５６】
　第１圧力計６６が検出する圧力の変化量はガスコントローラ６１に出力される。ガスコ
ントローラ６１は圧力の変化量に基づいて炭酸ガスの送気量を算出して、送気量データと
してプロセッサ装置４に出力する。この送気量データは送気情報生成部８５に入力される
。送気情報生成部８５は選択データと送気量データとの２つのデータを送気情報として画
像生成部８６に出力する。これにより、画像データが示す観察視野の映像が実際にどの程
度の炭酸ガスの送気を行ったときの画像であるかを認識することができる。なお、ここで
は、炭酸ガスについて説明したが、空気を送気する場合も同様である。
【００５７】
　このとき、送気情報生成部８５は選択データと送気量データと観察部位特定データとの
３つのデータを画像生成部８６に出力して、画像生成部８６は当該３つのデータを画像デ
ータに含ませて画像データを生成することもできる。体腔内には無制限に炭酸ガスを送気
することができず、被検者に負担とならないような適切な送気量に制限を行うようにして
いる。
【００５８】
　そして、適切な送気量は観察部位によって異なる。例えば、胃と十二指腸とでは炭酸ガ
スの送気量の適切な値は異なる。このため、内視鏡１の検査或いは処置の対象となる部位
によって適切な送気量となるように流量制限を行うようにしている。そこで、送気情報に
観察部位特定データおよび送気量データを持たせて、画像データに記録するようにしてい
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る。これにより、モニタ８９に映像と共に観察部位および送気量が表示されることで、適
切な送気量となるように術者が流量制限を行うことができる。また、後に画像データを活
用するときにおいても、画像データが示す映像は観察部位に適切な流量で送気したもので
あるのか否かを認識することができるようになる。なお、送気情報生成部８５は適切な気
体の送気量を記憶しておき、これを画像生成部８６に出力することで、適切な送気量を画
像データから認識することもできる。
【００５９】
　このとき、観察部位および送気量を画像データに記録することで、再び同じ被検者に検
査或いは処置を行うときに、被検者固有の送気量に設定することが可能になる。観察部位
によって適切な送気量はある程度の範囲に定められている。ただし、全ての被検者の適切
な送気量は同一ではなく、例えば胃のサイズにも被検者によって大小があり、画一的な送
気量に設定すると、前記の最適な送気量はある被検者にとっては過剰であり、ある被検者
にとっては不足するようになる。
【００６０】
　そこで、画像データに観察部位特定データおよび送気量データを記録している。画像デ
ータには実際に撮影した体腔内の実際の映像が記録されており、しかも対象部位および送
気量も記録されている。これにより、映像が示す体腔内の状態に基づいて、その被検者固
有の最適な送気量が認識されるようになる。このため、被検者に応じた最適な送気量に設
定することが可能になる。
【００６１】
　このために、過去に取得された画像データをモニタ８９に表示するようにしている。プ
ロセッサ装置４には外部インターフェイス８８が設けられており、この外部インターフェ
イス８８に画像データを記憶した外部装置を接続する。そして、外部装置から同一被検者
の過去の画像データを画像メモリ８７に入力して、モニタ８９に表示する。これにより、
術者は過去の画像データを参照して、被検者固有の最適な送気量に設定することが可能に
なる。
【００６２】
　また、送気情報に時間データを持たせることもできる。ガスコントローラ６１はバルブ
６４を開放状態にしたときに、第２通信ライン７３を介してその旨をプロセッサ装置４に
通知する。プロセッサ装置４の情報取得部８２は当該通知を入力したときに、時間計測部
８４に時間計測の指令を出す。これがトリガになり、時間計測部８４は時間計測を開始す
る。そして、時間計測部８４は計測した時間を時間データとして送気情報生成部８５に出
力する。送気情報生成部８５は送気情報に時間データを持たせることで、画像生成部８６
が生成する画像データに時間データを記録することができる。
【００６３】
　体腔内に炭酸ガスを送気することにより、体腔内部が徐々に膨張する。体腔内部は経時
的に膨張していき、必要な送気量を確保したときに術者が送気を停止する。送気情報生成
部８５は送気を開始した時刻からの時間データを画像データに記録できる。これにより、
画像データに基づいて、送気開始からの時間によって体腔内部の膨張度合いを映像から認
識することができる。
【００６４】
　そして、送気情報として時間データと送気量データとを画像データに記録することで、
炭酸ガスの送気速度（単位時間当たりの送気量）を認識することができる。送気情報生成
部８５は送気量データを時間データで除算することにより、送気速度データを生成して、
これを送気情報として画像生成部８６に出力する。送気速度にも最適な速度があり、過度
に高速にすると被検者の体腔内が急激に膨張して、被検者に対してダメージを与える。一
方、過度に低速にすると検査時間或いは処置時間が長時間になり、やはり被検者に苦痛を
強いることになる。
【００６５】
　このため、送気速度データを画像データに記録することで、モニタ８９に送気速度が表
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気速度も被検者によってばらつきがある。そこで、送気速度データを画像データに記録す
ることで、後に同一被検者の検査或いは処置を行うときに、映像と送気速度データとに基
づいて、適切な送気速度に設定することができる。
【００６６】
　また、ガスボンベ６０の残量データをモニタ８９に表示するようにすることもできる。
ガスボンベ６０の残量データは炭酸ガスの残量を示すものであり、別途の残量検出手段を
ガス供給装置３に設けるか、或いは第１圧力計６６が検出する圧力に基づいて残量を認識
するようにしてもよい。ガスコントローラ６１は残量データをプロセッサ装置４に出力し
、プロセッサ装置４に接続されるモニタ８９に残量データを表示するようにする。
【００６７】
　残量データは画像データに記録することで、同一被検者に再び検査或いは処置を行うと
きに有効である。つまり、前述したように、送気量データは被検者固有の必要な送気量で
あり、これを画像データに記録することで、再度の検査或いは処置のときに必要な送気量
を認識できる。そして、モニタ８９にガスボンベ６０の残量表示を行うことで、送気量デ
ータよりも残量データが少ないときには、検査中或いは処置中にガスボンベ６０の残量が
不足することが前もって認識できる。この場合には、必要な残量が充填されたガスボンベ
６０に交換することで、検査中或いは処置中に残量が不足することがなくなる。
【００６８】
　また、画像生成部８６は送気情報を画像データの中に埋め込むようにしているが、画像
データに関連した付加情報に送気情報を記録するものであってもよい。例えば、画像デー
タに付加した付加情報（ヘッダやフッタ等のタグデータ）に送気情報を記録させることも
できる。この場合には、被写体の映像はイメージデータ（映像のデータ）として構成され
、送気情報は文字情報（テキストデータや数値データ）等として構成することができる。
ただし、送気情報はあくまでも画像データに付加した付随的なデータになっており、画像
データと送気情報とは一体的な情報を構成する。
【００６９】
　このように、送気情報をイメージデータではなく文字情報等のデータ形式にすることに
より、データベース化した画像データを操作（例えば、一連の過去の画像データから炭酸
ガスを使用した画像データだけを抽出する等）して活用すること等ができるようになる。
なお、モニタ８９の画面に画像データを表示するときには、送気情報は文字情報として表
示する。
【符号の説明】
【００７０】
１　　内視鏡　　　　　　２　　光源装置
３　　ガス供給装置　　　　４　　プロセッサ装置
５　　観察部位検出装置　　２３　　エアポンプ
５０　　光源コントローラ　　６０　　ガスボンベ
６１　　ガスコントローラ　　６８　　電源スイッチ
８１　　固体撮像素子　　　　８２　　情報取得部
８３　　送気源制御部　　　　８４　　時間計測部
８５　　送気情報生成部　　　　８６　　画像生成部
８７　　画像メモリ　　　　８８　　外部インターフェイス
８９　　モニタ
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